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巻頭言「国際統計情報の研究に従事して」医療経済研究機構   石川 智基 

この巻頭言を書いている今、パリオリンピック/パラリンピックが開催されています。100年ぶりにパリで行

われたオリンピックは、開会式や運営について様々な意見が飛び交いましたが、筆者にとって馴染みのある

「花の都」での開催ということもあり、文化的な演出や会場設営など、競技以外の要素にもワクワクする仕掛

けが多く、様々な面で楽しむことができました。なぜ「馴染み」と感じるかと言うと、私は毎年、OECD（経

済協力開発機構）本部で行われる保健医療統計の専門家会合に参加しており、パリに足を運ぶからです。今回

は、その事について（取り留め無く）書き記したいと思います。 
現在、私が担当している研究に保健医療費用に関するものがあり、簡単に言うと「国際的に比較可能な保健

医療費用を計算する」「その精度をどう高めるか」という研究です。皆さんが医療費と聞いて思い浮かべるの

は、おそらく国民医療費ではないでしょうか。しかし、国民医療費には介護や予防医療、OTC 医薬品などが

含まれておらず、国際的な“保健医療”の比較には馴染みません。そのため、国民医療費に加え、様々な統計

データの組合せにより保健医療費用を推計します。この結果は OECD のウェブサイト（https://data-
explorer.oecd.org/）に公開され、各国比較に使われます。専門家会合では、医療の質や資源配置、利用状況に

関する統計も議論されます。診療放射線技師にとっては CT・MRI・PET などの機器配置や利用に関する統計

は論文等で引用される様な重要な情報でしょう。しかし、異なるデータソースを背景に持つ統計調査を読む際

には、特に「比較可能性」に注意する必要があります。例えば、統計整備状況が各国で異なる場合、部分的な

報告しかしない国もあります。各国のデータを並べて比較する際には、解釈に注意を払うべきです。 
OECD 報告書「Health at a Glance」では、日本は CT や MRI の台数が他の OECD諸国に比べて非常に

多いことが示されています。これは日本の医療技術の高さと、診断へのアクセスしやすさを表しています。

しかし、同時に診断の過剰利用や、医療費増加の議論もあります。このような統計に基づく仮説は、根拠と

なっているデータの尤もらしさから批判的に吟味する必要があります。特に加工統計、即ち複数の統計を組

み合わせた指標は、その定義や前提を正確に理解しなければなりません。経済指標のように時代とともに変

化する統計は、他のデータとも連携しながら、時世に合わせてアップデートされるため、時系列の評価には

さらに注意が必要です。このような注意点は情報を扱う上では当然ですが、ユーザーから作り手になった途

端に、その重要度は格段に増していきます。「リテラシーを高める」

と言うのは簡単で難しいと痛感しますが、情報の作り手の立場に立

つというのが近道かもしれないと思い、この巻頭言に至りました。 
写真（上）は、OECD 本部での専門家会合卓上の様子です。フラン

ス語での議論もあり、参加者は同時通訳のヘッドセットを使って英

語で話し合うこともあります。WHO と OECD が共同で主催する国

際会議もあり、今年は日本代表としてプレゼンテーションを担当し

てきました（写真下）。パリは食事も美味しく、文化的な街で観光し

きれない程魅力の詰まった街です。同時に、私にとって身の余るよう

な挑戦に臨む場所でもあります。達成感を感じることもあれば、力の

無さを痛感する経験もしてきました。五輪に出場するほどのトップ

アスリートと比べるには及ばずとも、戦いに挑む誰かの姿勢に勇気

をもらいながら研究に取り組んでいます。  

巻頭言「国際統計情報の研究に従事して」 
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「医療情報部会の学術活動について 」 

熊本大学病院 川俣 祐貴 
 
日本放射線技術学会(JSRT)医療情報部会は 1997 年(平成 9 年)に前身となる医療情報委員会が発足し，

その後 2003年(平成 15年)に JSRT では最も新しい 7番目の専門分科会として発足した．現在に至るま

で一貫し，医療情報分野における研究と学術活動を通じて放射線技術学に寄与することを目指して活動

している．医療情報を利用した診療業務の効率化，システム構築，情報の二次利用，人工知能，データマ

イニングなどを研究対象としている． 
部会活動としては，総合学術大会と秋季学術大会においてシンポジウムや教育講演，部会講座を開催

し，様々なトピックスを取り上げている．また「PACSベーシックセミナー」や「PACS スペシャリスト

セミナー」の開催，学会誌や部会誌，叢書，教科書発刊，論文支援などを通じ，会員への情報発信や交流

の場の提供を行っている． 
日本医療情報学会とも密接に連携しており、特にセキュリティ，PDI，医療情報技師の育成に関して協

力体制を築いている．また医用画像情報専門技師認定機構との相互活動を通じて人材育成と専門技術の

普及に努めている． 
 今回はこのような医療情報部会の学術活動について紹介し今後の部会の在り方や方向性について皆様

にご紹介するとともに，参加者の皆様と共に診療放射線技師が取り扱う医療情報の今後について考える

ことが出来れば幸いである．  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 予告 

シンポジウム 「医用画像領域における医療情報の再考」 
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「日本医用画像管理学会 活動内容」 

広島記念病院   加藤 雅士 
 
日本医用画像管理学会は、平成 15年（2003年）に開催された全国放射線技師総合学術大会会期中に、

平成 15年度日本医用画像管理学会総会・学術大会が開催されたのを機に活動を開始しました。 
本会は、国内の診療放射線技師に向けて「医用画像情報の管理に関する調査研究および技術開発、なら

びにその成果の普及」を目指し、以下の 7項目について活動しています。 
 
1) 医用画像管理に関する研究・調査・教育 
2) 国際的学術交流のための研究・調査・合同講演会の開催 
3) 医用画像情報管理に関する技術開発と普及 
4) 学術大会、講演会等の開催 
5) 医用画像管理に関する研究成果等の印刷物の発行 
6) 医用画像情報管理に係る認定 
7) その他本学会の目的を達成するために必要な事業 
 
具体的には、年 2 回の学術大会、年 2 回のセミナー、年 1 回の PACS Administrator セミナーを通し

て、医用画像管理に関する調査や、技術開発の普及、教育に注力し、その時々のトピックス（ガイドライ

ン関連、PDI、モニター管理、災害対応、個人情報保護、PACS 管理、HIS・RIS 管理、セキュリティー、

線量管理、ネットワーク管理、業務拡大、タスクシフト、タスクシェア、医療 DX、AI関連、人材教育、

研究倫理など）を取り上げ、続けて来ました。 
その他、当会は発足当初から、韓国の「大韓医療映像情報管理学会」と協定書を締結し、この分野では

先進的な韓国の状況についても会員の皆様に情報提供して来ました。またアジア諸国では医用画像管理

を主とした学術組織や当団体がなく、アジア各国の診療放射線技師職能団体・学術団体が組織する継続

教育プラットフォーム CPD ASIA の理事より協力要請を受け、2023年度から参画し、韓国だけではなく

アジア諸国の情報提供にも注力しています。詳細については、「日本医用画像管理学会 国際交流事業」

のセッションでお話いたします。 
以上、JCRTM では更に詳細なご紹介が出来ればと考えています。 

  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 予告 

シンポジウム 「医用画像領域における医療情報の再考」 
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「日本医⽤画像管理学会 国際交流事業」 

株式会社フィリップスジャパン   秋田 裕介 
 

日本医用画像管理学会(JSMIM)の国際交流事業は、医用画像情報管理の分野における国際的な学術情報

共有と国際交流の促進を目的としています。 
 今回のプレゼンテーションでは、その事業概要や活動実績を中心に、医用画像管理領域で国際交流を

継続する意義についても共有させていただきます。 
 当会は発足当初から、韓国の大韓医療映像情報管理学会(KMIIAA)と協定書を締結し、日韓合同セミ

ナーの開催や相互の学術大会への発表参加を継続しております。訪韓時は先進的な医療機関の施設見学

会を企画するなど、実践的な国際交流の機会を提供してきました。 
 また 2023年度からは、アジア各国の診療放射線技師職能団体・学術団体 が組織する Web を活用した

生涯教育プログラム(CPD Asia)から協力要請を受け、日本診療放射線技師会の委託事業として日本国内

の医用画像管理の実情に関するアンケート結果を報告するなど、各国との最新動向や課題共有の場と

なっています。 
 最初こそ言語の違いに高いハードルを感じるかも知れませんが、当会では担当者が言語・学術ともに

サポートしながら、皆様の活躍の一助となるようサポートします。また国際交流事業の継続は、会員に研

究発表や語学力向上の場を提供するだけでなく、医用画像管理の革新的アイデアが得られることにも大

きな意義がございます。当日はぜひ皆様とともに、グローバルな視点で医用画像管理に関する議論が出

来れば幸いです。 

  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 予告 

シンポジウム 「医用画像領域における医療情報の再考」 
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「医療画像情報精度管理士分科会活動の今までとこれから」 

白河厚生総合病院   石森 光一 
 

医療画像情報精度管理士分科会は，すべての医療機関に JART が認定する医療画像情報精度管理士が

従事し医療画像情報の管理に携わることを目標に，セミナーの開催やアンケート調査を実施し JART 会

員及びメーカーへの情報提供活動を行っています． 
2005 年頃から PACS の普及に伴い，システム導入に伴う機器との接続や可搬型媒体による画像連携，

現在では自然災害対策やサイバーセキュリティ対策など医療機関毎に多くの課題を抱えている状態です．

この様な中で標準規格の採用や関連ガイドラインに準じた運用の構築まで，多くの知識を持ちそれを活

かす診療放射線技師が必要とされています． 
過去のセミナーはこの様な背景を踏まえた内容で開催され，関連ガイドラインの解釈から現場での問

題点・解決策などをユーザーおよびメーカーそれぞれの視点で情報提供を行ってきました． 
今回の合同企画では，医療画像情報精度管理士分科会が令和 3(2021)年度に実施した「線量記録・線量

管理体制の現状把握調査報告」を中心に，分科会活動の今までとこれからの展望を報告します． 
 

  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 予告 

シンポジウム 「医用画像領域における医療情報の再考」 
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広島国際大学  成清 哲也 
 

システム仕様書は、ソフトウェア、情報システムなどを開発する際に、備えるべき機能やその性能、特性、満たすべき

要件などを図表や文章などで記述した文書であり、何を作るべきかを明確にして病院とベンダで共有するために作成

される。 

これまで仕様書に記述する内容については、システム要求事項やインターフェースなどの機能要件について論じられ

てきたが、近年、サイバー攻撃などによるシステム障害発生の事例から、システムの可用性やセキュリティ、保守体制な

どの非機能要件の記述が重要となってきている。また、システム導入にあたり、病院とベンダの両社間で齟齬が発生し

ないよう、システム基本設計書や導入スケジュールなどの資料の記述も重要である。 

本シンポジウムでは、自身の仕様書作成経験に基づき、システム調達における仕様書や資料の重要な要素について

解説する。 

  

第 80 回総会学術大会（横浜） 第 43 回医療情報部会 報告 

教育講演 

医療現場における情報の専門家とは 
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豊橋市民病院 

原瀬正敏 

 

システム仕様書は、ソフトウェア、情報システムなどを開発する際に、備えるべき機能やその性能、特性、満たすべき

要件などを図表や文章などで記述した文書であり、何を作るべきかを明確にして病院とベンダで共有するために作成

される。 

これまで仕様書に記述する内容については、システム要求事項やインターフェースなどの機能要件について論じられ

てきたが、近年、サイバー攻撃などによるシステム障害発生の事例から、システムの可用性やセキュリティ、保守体制な

どの非機能要件の記述が重要となってきている。また、システム導入にあたり、病院とベンダの両社間で齟齬が発生し

ないよう、システム基本設計書や導入スケジュールなどの資料の記述も重要である。 

本シンポジウムでは、自身の仕様書作成経験に基づき、システム調達における仕様書や資料の重要な要素について

解説する。 

  

第 80 回総会学術大会（横浜） 第 43 回医療情報部会 報告 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

 システム調達における仕様書や資料の重要な要素 
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京都第二赤十字病院 

辻本武志 

 

画像診断部門は画像情報を提供する部門であり，従事する診療放射線技師等のスタッフはすべからく医用画像管理

における一定レベルの知識を有している必要がある．さらに情報システムやその運用を管理する立場において要求さ

れるスキルとしては，DICOM・標準規格・各種ガイドライン・法令等に関する知識，システム導入時の仕様書策定，プロ

ジェクトマネージメント等に加えて，モニタの品質管理や画像メディア連携（PDI），個人情報保護や部門システムのセ

キュリティ対策等，幅広い知識と組織横断的な交渉・調整能力も求められる。最近では画像メディア取り扱い等の一部

業務は医療情報部門や医事部門等に移管されているケースも増えているが，トラブル対応等において専門知識が要

求される場面は少なくなく，医用画像管理の専門知識を持ったものが管理監督する必要がある．一方で現状これらの

専門知識を持つ認定資格の新規取得者数は伸び悩み気味であり，今後継続した人材の育成が課題である. 

  

第 80 回総会学術大会（横浜） 第 43 回医療情報部会 報告 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

臨床現場の視点からみた専門家のあるべき姿とその育成 
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山形県立中央病院 

荒木隆博 

 

医療現場においてデータの利活用はますます不可欠となりつつあります．医療情報の専門家が医療現

場で求められる姿は，データ利活用の視点で多岐にわたる知識とスキル，それらを備えたリーダーシッ

プのある存在です．まず，医学的知識の深化が欠かせず，臨床現場の特異性を理解し，適切なデータ抽

出が可能な技術力が求められます．同時に，情報セキュリティや医療倫理に対する高い認識も不可欠と

言えます． 
データの解釈や分析においては，統計学や機械学習の知識が欠かせません．このスキルを活かすこと

は，臨床データの有益性を把握し医療知識と連携しながら，患者に最適な放射線医療を提供する一助と

なります． 
コミュニケーション能力も重視されます．医師や看護師，システム管理者など多様な職種と円滑に連

携し，共通の目標を達成するためには優れた対人スキルが必要です．それにより，医療の質と効率を向

上させることが期待されます．さらに，持続的な学習や情報の最新化への対応力が求められ，急速に進

化する医療技術に適応できる柔軟性も専門家に必要な特質と考えます． 
このような広範で専門的なスキルと知識を結集し，データ利活用の視点で問題解決ができる医療情報

の専門家が，医療現場で重要な役割を果たします．今後はこれらのスキルを持った若手の育成が急務で

あり，教育機関や研修プログラムの充実が必要と考えます． 
今回のシンポジウムでは，参加される皆様と医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿を共に考

え，未来の専門家の育成に寄与できれば深甚です． 
  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 報告 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

データ利活用で実現する必要とされる医療情報の専門家 
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群馬パース大学 
星野修平 

 
学校教育法第八十三条には、大学の目的として「大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとと

もに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」

と示され、学術といった視点での体系的観点から、それぞれの専門性を持った学部学科の教育課程、教

育内容が示され、授業展開がされる。診療放射線学や放射線技術科学を学ぶための大学は、その学術を

教授するのみならず、国家資格である診療放射線技師国家資格取得を目指し、高度医療専門職養成の役

割を併せ持つ。法的根拠として、前者は大学設置基準（文部科学省）、後者は診療放射線技師学校養成

所指定規則（文部省・厚生省令）によって定められる。今日の専門家のあるべき姿に対し、大学教育を

法的側面からの現状を提示し、さらに近年、大学教育で注目される数理・AI・データサイエンス教育を

踏まえ、課題提示を行う。 
  

第 80 回総会学術大会（横浜）第 43 回医療情報部会 報告 

シンポジウム「医療現場に求められる情報の専門家のあるべき姿」 

大学教員の視点から専門家のあるべき姿とその育成 
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医療情報部会活動報告 

第 34 回 PACS Specialist セミナー 

開催報告 

 

業務システムや IoT デバイスの普及により，放射線分野では PACS や RIS 等の導入により業務の効率化

が図られましたが，蓄積されたデータ（情報資産）の利活用が十分に進んでいないという課題も挙げら

れています．今後の放射線分野において，医療現場の安全性の担保と医療の質の向上という社会的要求

に応えるためには，蓄積されたデータの利活用が重要であると考えます． 

 この様な背景の中，医療情報部会ではデータ分析の理解を深めていただく機会として，プログラミン

グ言語”R”の統合開発環境である RStudio を用いたセミナーを開催しました．今回は座学とハンズオ

ン演習の 2部構成とし,座学では,データ整形と集計の基礎やデータの可視化,R を用いる利点について詳

しく紹介いたしました．ハンズオン演習では,実際に Rを操作しながらデータの整形,サマリ作成,統計

分析,結果の可視化を行うことで,実践できるようになる，あるいは実践のイメージをとらえていただく

ことを目指しました． 

 R は世界で多く使われている解析ツールです．医療データを用いた研究に取り組みたい方から医療情

報管理に携わる方まで，広く，多くのご参加をいただきました.今回は東北支部と医療情報部会の共催

で開催しました．東北支部の金沢支部長，坂本副支部長始め，セミナー開催にご協力いただいた東北支

部の皆様に厚く御礼申し上げます． 

日時 ： 2024年 7月 6日（土） 13：00～17：30  

会場 ： 東北大学病院 歯科セミナー室＋WebExによるハイブリッド 

受講者数 ： 現地参加 17 名 Web参加 36 名 (医療情報技師 23 名  医用画像情報専門技師 7 名) 

参加費 ： 会員 3,000円  （座学の Web 受講 会員 1,000円） 非会員 7,000円  

参加資格 ： 基本的な PC スキルをお持ちの方でセミナー当日に PC を持参できる方 

更新ポイント ： 医療情報技師育成ポイント：3点 医用画像情報専門技師更新ポイント：15点 

 

プログラム  

[座学]   

13：05～13：35データの整形，集計，記述要約 13：40～14：10 データ可視化のエッセンス 

14：15～14：45 R で出来るこんなコト 

[演習]   

14：50～15：00 R の説明・動作確認 15：00～15：50 R でデータ整形・サマリ作成 

16：00～16：50 R で統計分析・可視化① 17：00～17：25 R で統計分析・可視化② 

17：25～17：30 閉会挨拶 

後援：一般社団法人 日本医療情報学会 

   一般社団法人 日本医用画像情報専門技師共同認定育成機構 
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医療情報部会活動報告 

第 16 回 PACS ベーシックセミナー 

開催報告 
 

2024年 9月 28日(土)に第 16回 PACSベーシックセミナーを開催しました．関東支部と医療情報部会

共催の元，情報管理に関わる基本的な知識の習得の場として全国の会員に情報提供が出来るよう，今回

は WebExを使用した Webinarとして開催しました. セミナー開催にご協力いただきました関東支部の柳

田支部長始め，関東支部の皆様に厚く御礼申し上げます．  

日時 ： 2024年 9月 28日（土）13：00～16：00 

会場 ： Web環境(WebEx)を使用した配信によるオンライン開催 

受講者数 ： 58 名(医療情報技師 25 名  医用画像情報専門技師 7 名) 

参加費 ： 会員 3,000円 非会員 7,000円 

参加資格 ： 不問（医療情報分野に興味のある人，新しくシステムの担当者になった人など．） 

更新ポイント ： 医療情報技師育成ポイント：3点 医用画像情報専門技師更新ポイント：15点  

プログラム ：  

    13：00～13：05 開会の挨拶                   関東支部長  つくば国際大学  柳田 智 

    
13：05～13：45 知っておきたい標準規格の基礎    

医療情報部会委員 千葉ろうさい病院 多田 浩章 

    

14：00～15：00  

知っておきたいガイドラインの紹介 ～最新版のガイドライン第 6版を中心に～ 

医療情報部会委員 熊本大学病院 川俣 祐貴 

    

15：10～15：55 

知っておきたい PACS の構成とネットワークの基礎 ～セキュリティを中心に～ 

医療情報部会委員 みやぎ県南中核病院 坂野 隆明 

    
15：55～16：00 セミナー総括・閉会挨拶   

医療情報部会長 大阪国際がんセンター 川眞田 実 

後援：一般社団法人 日本医療情報学会 

   一般社団法人 日本医用画像情報専門技師共同認定育成機構 
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医療情報部会活動予定 

 
 

詳細については、今後 学会ホームページやメルマガなどでご案内いたします。  
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[編集後記] 

医療情報部会誌 43 号をお届けいたしました。 

 

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）では、医用画像領域における医療情報の再

考をテーマにしたシンポジウムが開催されます。本シンポジウムでは、医療情報部会や医

用画像管理学会のこれまでの活動を振り返りつつ、国際的な交流事業や医療画像情報の精

度管理についても議論される予定です。医療現場でのデータ活用の重要性がますます高ま

る中、医用画像情報の適切な管理とその未来について、各分野の専門家が一堂に会し、実

践的な知見を共有します。 

 

第 80 回総会学術大会における第 43 回医療情報部会では、医療現場で求められる情報の

専門家像について議論が行われました。教育講演では、医療現場における情報の専門家の

役割が説明され、シンポジウムではシステム調達における資料作成の重要性や、臨床現場

や大学教育の視点から専門家の育成についても議論がなされました。また、データ活用を

通じて専門家の必要性が強調され、今後の育成課題が示されました。 

 

 

また、医療情報部会の継続事業として、会員の皆様が求めるセミナーの形式や情報提供のあり

方について、皆様からのご意見、ご要望を形にできるよう取り組んでおります。今後も皆様からの

アンケートなどの一言を大切にしながら、本部会の運営に反映できれば幸甚です。 
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